
　さくら園で、「幼年消防クラブ結成式」が行われました。消防
職員から「火は大事なものだけど、火遊びをしてはいけない
よ」という話を聞き、園児たちは「はい！」と大きな声で返事を
した後、声を合わせて「防火の誓い」を元気いっぱい宣言しま
した。

表紙の写真

6

地域を守る消防団　菊陽町消防団操法大会

　　　　

女性特有がん検診無料クーポン券配布

「町民アンケート調査」の結果のお知らせ
2

4

二酸化炭素排出削減事業
76月は子ども手当の「現況届」の提出月です

8

今月の主な話題

K I K U Y O  T O W N  I N F O R M A T I O N

広
 報

編▪集▪後▪記
　今月号は469号目です。広報で
は今までたくさんの町民の皆さん
を取材してきましたが、先日偶然
が重なった出来事がありました。
　ある小学生の男の子を取材した
ところ、先月号の広報に彼の妹2
人が載っていたと聞きました。そ
して今月号には彼が載っています
（17頁右）。さらに、4年前の420号
には、ご家族で取材を受けていた
だいていたことを知りました。
　広報作成にはあちこち駆け回っ
ていますが、改めて皆さんの協力
のおかげで作ることができている
んだと実感した出来事でした。
　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

人　口

男

女

世帯数

■出生／  51人 ■死亡／  24人
■転入／338人 ■転出／217人

平成22年4月末現在　（　）内は前月比

〒869-1192  熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2800番地■発 行／菊陽町　■編 集／総合政策課
平成22年6月号

この広報誌はユニバーサルデザインフォントを使用しています。

TEL.232-2111　FAX.232-4923
URL http://www.town.kikuyo.lg.jp/

E-mail：sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jpホームページ

きくようまち 検 索

36,462人 （+148）

17,894人（+  84）

18,568人（+  64）

13,742世帯（+  90）
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世
界
に
羽
ば
た
け
！
久
保
田
和
真
さ
ん

世
界
に
羽
ば
た
け
！
久
保
田
和
真
さ
ん

まちの
わだいわだい

れるやさしい女の子です。
鉄棒の逆上がりをがんばっ
ています。

ちゃん
（新町）　

平成16年6月25日生まれ

Happy

 Birthday!Happy

 Birthday!Happy

 Birthday!

6月

木
村　

澪
央
ち
ゃ
ん

（
長
塚
）

き   

む
ら　
　

    

み　

 

お

題名「にんじんケーキをつくったよ」

※
こ
の
広
報
誌
は
、環
境
に
配
慮
し
て
、再
生
紙
及
び
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報

広報
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No.469
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2010

No.469

ぼくぼくのわたしわたしの 誕生日誕生日ぼくのわたしの 誕生日

2010

6
No.469

きくよう

き
く
よ
うきくよう

のうごき

毎日友だちと元気いっぱい
遊んでいます。なわとびや
登り棒が大好きです。

船附　日菜ちゃん
（長塚）　

平成17年6月24日生まれ

ふな つき　　     ひ    な

九州学院 2年生の久保田和真さん（左から 2番目）
　

九
州
学
院
2
年
生
の
久
保
田
和
真
さ
ん

（
緑
ヶ
丘
）
が
日
本
代
表
と
し
て
、5
月
22
〜
23

日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
「
ユ
ー
ス
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
1
0
ア
ジ
ア
地
区
予
選
大

会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。国
体
の
上
位
入
賞
、
全

国
高
校
駅
伝
な
ど
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の

選
考
で
す
。

　

今
大
会
に
は
、
日
本
代
表
と
し
て
3
人
が
出

場
し
、
久
保
田
さ
ん
は
2
0
0
0
ｍ
障
害
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

5
月
13
日
に
、
町
と
体
育
協
会
か
ら
お
祝
い

の
品
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。式
で
は
、「
高

校
生
で
の
ア
ジ
ア
大
会
出
場
は
限
ら
れ
た
貴
重

な
経
験
。障
害
は
水
濠
も
あ
っ
て
大
変
難
し
い

競
技
だ
と
思
う
が
精
一
杯
力
を
発
揮
し
て
き
て

ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

久
保
田
さ
ん
は
「
出
場
す
る
か
ら
に
は
日
本

代
表
と
し
て
し
っ
か
り
走
っ
て
き
た
い
。世
界

大
会
に
行
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

く   

ぼ   

た    

か
ず  

ま

平
成
16
年
6
月
18
日
生
ま
れ
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大
切
な
人
、
大
切
な
町
を

　
　
　
　
　
　

守
る
消
防
団

　

消
防
団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
消

防
機
関
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
防
災

力
の
強
化
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
は
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、

火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に

は
率
先
し
て
、
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
に
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
消
防
団
員
は
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
の
精

神
を
持
ち
、
防
災
と
い
う
形
で
菊
陽

町
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
操
法
と
は

　

消
防
機
械
器
具
の
正
し
い
取
り
扱

い
を
習
得
し
、
消
防
活
動
で
安
全
で

確
実
に
、
素
早
く
行
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。
選
手
は

指
揮
者
、1
番
員
、2
番
員
、3
番
員

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
防
火
水
槽
か
ら

給
水
し
、
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
な
ど
の

操
作
を
早
く
正
確
に
行
う
と
と
も
に
、

火
点
と
呼
ば
れ
る
出
火
場
所
に
見
立

て
た
的
を
放
水
に
よ
っ
て
倒
し
、
点

検
者
に
操
法
の
終
了
報
告
を
行
う
ま

で
の
動
作
の
規
律
と
ス
ピ
ー
ド
を
競

い
ま
す
。

　

4
月
25
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
で
、菊
陽
町
消
防
団（
吉

岡
静
也
団
長
、4
0
５
人
）の
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
の
5
分
団
25
班

が
出
場
し
、
各
分
団
を
代
表
す
る
精

鋭
1
0
0
人
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
操

作
や
ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
な
ど
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
団
員
は
、

日
頃
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
上
位
5
チ
ー
ム
は
、

7
月
18
日（
日
）に
菊
陽
町
で
開
催
さ

れ
る
郡
大
会
に
本
町
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
団
体
の
部

　

❶
第
4
分
団
第
4
班
（
馬
場
）　　

　

❷
第
5
分
団
第
2
班
（
入
道
水
）　

　

❸
本
部　

本
部
機
動
隊　
　
　
　

　

❹
第
4
分
団
第
3
班
（
新
町
）　　

　

❺
第
2
分
団
第
5
班  （
津
留
大
堀
木
）

　

❻
第
4
分
団
第
1
班
（
沖
野
）

　

❼
第
5
分
団
第
4
班
（
中
尾
）

　

❽
第
2
分
団
第
1
班
（
上
中
代
）

　

❾
第
2
分
団
第
4
班
（
川
久
保
）

　
　

第
1
分
団
第
2
班
（
道
明
）

▼
操
作
員
の
部

　

指
揮
者　

第
4
分
団
第
4
班（
馬
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉
岡　

洋
伸

　

1
番
員　

本
部　

本
部
機
動
隊　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

後
藤　

健
之

　

2
番
員　

第
4
分
団
第
4
班（
馬
場
）

　
　
　
　
　
　
　

       

西
岡　

洋
平

　

3
番
員　

第
2
分
団
第
4
班（
川
久
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
村　

隆
宏

※

郡
大
会
の
開
催
日
は
、
参
議
院
議

　

員
選
挙
の
日
程
に
よ
り
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　菊池広域連合消防本部（菊陽町原水）に「菊池広域連合
消防本部指令センター」が完成しました。
　これにより、管内全域からの119番通報のすべてを１
カ所で受け付け、災害の規模や種類に応じて適切な資機
材を運用し、出動から現場到着までの時間短縮が可能に
なりました。
　以前は、住所を聞き地図で調べて現場に向かっていま
したが、今後は指令センターが電話を受けると、災害現
場や通報内容などが各車両に伝えられ、短時間で到着で
きるようになります。指令センターの完成は、管内住民
の安全な生活を守る消防の役割をさらに発揮できるとの
ことです。
　ただし、GPS機能付きでない携帯電話からの通報は、
発信位置に誤差が生じるので、付近にある目標物などを
詳しく伝えてください。また、車などで移動しながらの
通報は会話がとぎれる場合があるので、移動しないで通
報してください。
　高機能を有する指令センターができましたが、消防車
や救急車が必要な場合には、落ちついて情報を詳しく伝
え、車両の現場到着が少しでも早まるように協力しま
しょう。

火
点
は　
前
方
の
標
的

水
利
は　
ポ
ン
プ
右
側
後
方　
防
火
水
槽

手
広
め
に
よ
る　
二
重
巻
き
ホ
ー
ス　　

一
線
延
長

定
位
に
つ
け　
操
作
始
め　

よ
し

地
域
を
守
る
消
防
団

菊
陽
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会

1火点を目がけて放水する第5分団第1
班（柳水）・上野健成1番員、相馬雄介指
揮者。2阪本春樹指揮者の点呼のもと、
力強い返事をする第2分団第5班（津留
大堀木）。気合い十分だ。3素早い動作
と連携で吸管をつなぐ第1分団第4班
（曲手）。4放水する第3分団第2班（下
津久礼）の東矢浩伸1番員と、とび口を
構える吉村龍博2番員。5ホースをつな
ぎ一直線に火点へ向かって走る第2分団
第４班（川久保）・宮川孝之指揮者。6団
体の部で見事優勝を果たした第4分団第
4班（馬場）。操作員の部でも2人が入賞し、
日ごろの練習の成果が発揮された。

1落成式であいさつをす
る菊池広域連合長の福村
三男菊池市長。23「菊
池広域連合消防本部指令
センター」の外観と内部。
119番通報は、通報と同
時に通報位置が表示され、
より早く出動態勢に入る
ことができる。

菊池広域連合消防本部
指令センター始動

災害発生情報テレフォンサービス
火災などの災害が発生したとき、場所などの情報を自動
案内します。

病院案内
祝日・休日の当番医院などの案内を行います。

14

36

5
2

消防団の編成1

3

2

第1分団（白水）

第2分団（久保田）

第3分団（津久礼）

第4分団（原水西）

第5分団（原水東）

行政区分団名（管轄地区名）

井口、道明、辛川、曲手、馬場楠、戸次

上中代、出分、中代、川久保、津留大堀木

上津久礼、下津久礼、花立、八久保
新山・境の松

沖野、鉄砲小路、新町、馬場

柳水、入道水、古閑原、中尾、南方

T H E  F I R E  B R I G A D E
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総合政策課　総合政策係 ２３２－２１１２問い合わせ

　「菊陽町を将来どのようなまちにし
たいと思いますか」という設問につ
いて、選択項目の中から3つ選び、
順位をつけて、その番号を記入して
いただいた結果を右のグラフで表し
ました。
　1番目に選択する回答では「暮ら
しのまち」が最も多く、次に「環境
のまち」、「安全・安心のまち」が上
位3項目となりました。2番目に選択
する回答では「福祉のまち」が最も
多く、次に「暮らしのまち」、「安全・
安心のまち」が上位3項目となりま
した。
　3番目に選択する回答では「安全・
安心のまち」が最も多く、次に「環
境のまち」、「産業のまち」が上位3
項目となりました。

　町では、「人・緑・元気　
輝く生活創造都市」を目指し
てまちづくりを進めています。
この総合計画は、まちづくり
の理念や方向を示すもので、
まちの将来像およびその実現
に向けた施策の柱を示す「基
本構想」と、具体的な施策体
系などを明らかにする「基本
計画」から構成されています。
　町では、この基本構想と基
本計画の期間が本年度で終了
することから、第5期菊陽町
総合計画を策定することにし
ています。
　この計画の策定に当たって
は、「菊陽町総合計画策定審
議会」を設置することにして
いますが、町民の皆さんの意
見を反映させていくため、こ
の審議会委員の一部を右記の
とおり公募しますので、町民
の皆さんの応募をお待ちして
います。

【職務内容】

【応募資格】

【募集人員】

【任　　期】

【報　　酬】

【応募方法】

【募集期限】

【選考方法】

町の基本構想と基本計画の策定に関する事項についての意見、審議など

次の①～④のすべてに該当する人
①本町在住の満20歳以上の人（平成22年4月1日現在）
②町の将来やまちづくりに関心を持ち、地域活動などに参加経験がある人
③本町の他の附属機関などの公募委員に選任されていない人
④平日昼間を中心に開催する会議に出席できる人（10回程度を予定しています）

２人以内　　　

平成22年8月からおおむね2年間

「菊陽町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例」
に基づいて支給します。

所定の応募用紙に必要事項をご記入のうえ、小論文（800字程度）を添えて、
郵送、電子メール、ファックスまたは持参のいずれかの方法でご応募く
ださい。※応募用紙は、総合政策課（2階）、総合案内（1階）、武蔵ヶ丘支
所に配置し、町のホームページからもダウンロードできます。

6月 25 日（金）
（当日消印有効。郵送以外は午後5時15分までに届いたものを有効とします）

応募者の中から、応募の理由、意見や考え方などにより選考します。

　円グラフのとおり、約80％の
人が「菊陽町に住みたい」との
回答があり、その理由は「永年
住みなれている」や「日常の買
物など生活に便利だから」が大
半を占めました。
　逆に「移りたい」と回答され
た人は約7％でした。

性別・年代・居住地区・居住年数・家族構成から回答された方々の属性を表し
ています。

　第５期菊陽町総合計画を策定するにあたり、町民の意見や考え
方などを計画の中へ反映させるための基礎資料を得ることを目的
とした「町民アンケート調査」を実施したところ、多くの町民の
皆さんにご協力いただきました。
　調査方法は、町内在住の 18 歳以上の 4,500 人を無作為に抽出し、
郵送などによるアンケート調査を行い、その結果、全体の 45.9％
にあたる 2,065 人から回答をいただきました。
　今回は、その集計結果がまとまりましたので、その概要を一部
ご紹介します。

菊陽町の将来像

「菊陽町総合計画策定審議会委員」を募集します「菊陽町総合計画策定審議会委員」を募集します「菊陽町総合計画策定審議会委員」を募集します

　町民アンケートにご協力いただいた皆さん、大変ありがとうございました。
　今回紹介したのは、アンケート項目の一部です。集計結果の詳細は、町のホームページや総合政策課窓
口でご覧ください。
　今後、「町民アンケート」の結果から表れた町民の皆さんが考えるまちづくりや、施策の評価や要望な
どを踏まえながら、新しい「総合計画」づくりを進めていきますので、今後ともご協力お願いします。

菊陽町総合計画策定に向けた
「町民アンケート調査」の
結果をお知らせします

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

町の将来像（全体）

無回答

その他

観光資源の発掘・整備した「観光のまち」

史跡や文化財、伝統などを生かした「歴史のまち」

まちづくりに町民が参加する「協働のまち」

いろいろなボランティア活動が盛んな
「助け合いのまち」

子どもから高齢者まで、幅広い学習・教育機会を
提供する「生涯学習のまち」

スポーツに親しみ、健康づくりを推進する「健康のまち」

企業や工場を誘致し、雇用の場に恵まれた
「産業のまち」

障がい者や高齢者、子どもなどにやさしい
「福祉のまち」

災害に強く、治安が良い「安全・安心のまち」

農業を生かし、緑や自然環境を大切にした
「環境のまち」

生活環境が良く、整備された住宅街のある
「暮らしのまち」

1番目 2番目 3番目

菊陽町の定住意識
　この表は、「現在住んでいる地域の生活
環境について、どのように感じていますか」
という設問について、各項目ごとに「とて
も良い」、「まあ良い」、「あまり良くない」、
「良くない」のいずれかを選んで回答をい
ただきました。

居住地域の環境評価

回答者の属性

K I K U Y O   T O W N

いつまでも
住みたい
40.4％

なるべく
住みたい
40.4％

できれば
移りたい
6.0％

早く移りたい
0.8％

わからない
8.1％

無効・無回答
4.3％

②年代
年　代 割　合

29 歳以下
30 歳代
40 歳代
50 歳代
60 歳代
70 歳代以上
無効・無回答

13.０%
19.3%
15.1%
17.3%
18.5%
15.5%
1.2%

③居住地区
小学校区名 割　合
南小
北小
中部小
西小
武蔵ヶ丘小
武蔵ヶ丘北小
無効・無回答

6.7%
11.9%
22.5%
21.6%
13.3%
12.6%
11.5%

④居住年数
居住年数 割　合

3年未満
3～5年未満
5～10 年未満
10～15 年未満
15～20 年未満
20 年以上
無効・無回答

13.2%
8.1%
11.5%
8.9%
9.3%
44.4%
4.6%

①性別
性　別 割　合

男　性

女　性

無効・無回答

42.1%

56.7%

1.2%

⑤家族構成
家族構成 割　合

一人暮らし
夫婦のみ
親と子の二世代
親と子と孫の三世代
兄弟姉妹のみ
その他
無効・無回答

6.5%
21.9%
47.6%
13.０%
０.7%
3.8%
6.4%

移りたい理由

通勤や買い物など交通が不便だから

周りの人とのつきあいがおっくうだから

教育環境に恵まれていないから

文化・スポーツ・レジャーなどの余暇を
楽しむ環境に恵まれていないから

その他

※多い回答から上位5項目、複数回答（3つまで）

19.9%

17.1%

16.4%

15.1%

34.2%

住みたい理由

永年住みなれているから

日常の買い物など生活に便利だから

通勤や買い物など交通の便が良いから

自然環境に恵まれているから

親戚・友人・知人がいるから

※多い回答から上位5項目、複数回答（3つまで）

46.5%

45.2%

35.5%

22.8%

22.6% 評価が高い項目

日当たり・風通し

下水道の整備状況

周辺の緑

がけくずれなど
自然災害からの安全

買い物の便利さ

※評価が高い順に上位5つ。※評価が低い順に上位5つ。

※小数第2位以下四捨五入のため、割合の合計が100％にならない場合があります。

応　　　募
問い合わせ

〒869－1192  菊陽町大字久保田2800番地  菊陽町役場　総合政策課　総合政策係
TEL 232－2112／ FAX 232－4923 電子メール  sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

1

2

3

4

5

評価が低い項目

ペットの飼育マナー

高齢者・障がい者の
福祉施設

街灯・防犯灯の
設置状況

子どもの通園、
通学時の安全

子どもの遊び場

1

2

3

4

5

住み良いまちを
つくるために
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こ
の
事
業
は
、
平
成
22
年
度
に
菊
陽
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
の
う

ち
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
と
、
が
ん
の
早
期

発
見
お
よ
び
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
に
よ
り
、
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

特
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に
は
、「
検
診
手
帳
」
と
「
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」
を
5
月
下
旬
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
受
け
ら
れ
る

　

検
診

①
6
月
実
施
の
菊
陽
町
総
合
健
診

（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
）

②
10
月
実
施
予
定
の
菊
陽
町
が
ん
複

合
検
診（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
）

③
10
月
実
施
予
定
の
指
定
医
療
機
関

で
の
個
別
検
診

　
（
子
宮
頸
が
ん
の
み
）

④
12
月
〜
2
月
実
施
の
熊
本
県
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
個
別
検
診

（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
）

※

菊
陽
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診

（
右
の
①
〜
④
の
検
診
）以
外
は
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、対
象
者（
下

記
参
照
）の
う
ち
、
平
成
22
年
4
月

20
日
現
在
で
菊
陽
町
民
の
人
に
お
送

り
し
ま
す
。

●
検
診
の
申
し
込
み

　

今
回
の
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
す

で
に
配
布
し
て
い
る
「
検
診
手
帳
」

で
申
込
方
法
を
必
ず
確
認
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
て
い
た
人

で
、
平
成
9
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
ど
も（
中
学
校
1
年
生
以
下
）を
養

育
し
て
い
る
人
は
、6
月
1
日
現
在
の
状

況
を
届
け
出
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
人
に

は
、「
現
況
届
」
の
様
式
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
6
月
30

日（
水
）ま
で
に
、
福
祉
課
ま
た
は
武
蔵
ヶ

丘
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
土･

日
曜

日
を
除
き
ま
す
）。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

●
受
給
者
の
健
康
保
険
証（
写
し
）

　
（
受
給
者
は
子
ど
も
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

た
だ
し
、
菊
陽
町
の
国
民
健
康
保
険  

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
提
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類

…

子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
場
合

・「
監
護
・
生
計
同
一
申
立
書
」

・「
子
ど
も
の
世
帯
全
員
分
の
住
民
票
謄
本

（
筆
頭
者
・
本
籍
・
続
柄
記
載
の
も
の
）」

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と

　

平
成
22
年
6
月
分
以
降
の
子
ど
も
手
当

は
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
ま
ま

2
年
を
経
過
す
る
と
、
子
ど
も
手
当
を
受

け
る
権
利
は
時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に

　

平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
ま
だ
子

ど
も
手
当
の
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い

人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※

今
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
子

　

ど
も
の
分
は
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
20
歳

以
上
60
歳
未
満
で
退
職（
失
業
）す
る
と
、

役
場
で
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
に

な
る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
、
平
成
22
年

度
は
月
額
1
5
，1
0
0
円
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険

料
を
納
め
な
く
と
も
免
除
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に
算

入
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
2
分
の
1
の

年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

も
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
人
は
、
特

例
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
特

例
免
除
で
は
、
通
常
は
審
査
の
対
象
と
な

る
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ
ま

す
。ま
た
、被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
人
も
、

配
偶
者
が
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、

申
請
に
よ
っ
て
免
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の

②
認
め
印

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票
な
ど
）

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布

　町では、日常生活で重度の要介護
状態にある高齢者を在宅で常時介護
している家族の精神的、経済的負担
を軽減するため、介護用品購入費助
成事業を実施しています。
　まだ、申請をされていない人は、
お問い合わせください。
　なお、支給対象者は在宅で介護し
ている家族に限ります。

●対象要件
　介護保険要介護認定で、要介護3・4・5と判定され、紙オムツ
などの助成対象用品が必要と認められる人。
※ただし、入院中やひと月のショートステイの利用が 20日以上あ
るなど、助成対象外となる場合があります。
●助成対象用品
　紙オムツ、尿取りパット、使い捨て手袋、ドライシャンプー、
清拭剤
●助成額
　月額 6,250 円を限度として助成します。
　なお、助成は受給資格認定申請をされた日の属する月の翌月か
ら支給対象となります。

在宅で介護をしているご家族へ町が支援します

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

平成元年4月2日～平成2年4月1日

昭和59年4月2日～昭和60年4月1日

昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

健康・保険課　保健予防係 ２３２－４９１２問い合わせ

健康・保険課　保健予防係 ２３２－４９１２

健康・保険課　介護保険係 ２３２－４９１２問い合わせ

福祉課　子育て支援係 ２３２－４９１３問い合わせ

町民課年金係 ２３２－４９１２問い合わせ 熊本西年金事務所 ３５５－３２６１

女
性
特
有
が
ん
検
診
推
進
事
業

退
職（
失
業
）に
よ
る
国
民
年
金

保
険
料
の
特
例
免
除
制
度

6
月
は
子
ど
も
手
当
の

「
現
況
届
」の
提
出
月
で
す
！

子宮頸がん無料クーポン券配布対象者 乳がん検診無料クーポン券配布対象者
前年度到達年齢 生年月日

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

昭和39年4月2日～昭和40年4月1日

昭和34年4月2日～昭和35年4月1日

昭和29年4月2日～昭和30年4月1日

昭和24年4月2日～昭和25年4月1日

前年度到達年齢 生年月日

介護用品購入費助成事業

年金のことで分からない
ことがあったら？

●最寄りの開設場所　大津町役場

年金出張相談所で
ご相談ください

●日　時　6月 16 日（水）
　　　　　午前10時～午後3時

け
い
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事
業
概
要

　
「
さ
ん
さ
ん
の
湯
」
は
、
今
ま
で
灯
油
ボ

イ
ラ
で
温
め
た
高
温
水
で
温
泉
水
を
加
温
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
か
ら
、
富
士
フ

イ
ル
ム
九
州
工
場
内
の
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
で
作
ら
れ
る
蒸
気
で
水

を
温
め
、
温
水
パ
イ
プ
を
通
っ
て
さ
ん
さ
ん

の
湯
に
供
給
す
る
高
温
水
で
温
泉
水
を
加
温

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
平
成
20
年
10
月
に
施
行
さ
れ

た
「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度（※

）」
に
の
っ

と
っ
た
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
事
業
で
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
削
減
で
町
が
得
た
排
出
権

（
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
）は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株

式
会
社
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
京
都
議
定
書

目
標
達
成
計
画（
平
成
20
年
3
月
28
日
閣

議
決
定
）で
規
定
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

大
企
業（
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
）は
、

自
ら
の
技
術
・
資
金
な
ど
を
提
供
し
て
中

小
企
業
な
ど（
菊
陽
町
）が
行
っ
た
二
酸
化

炭
素
排
出
削
減
量（
国
の
機
関
が
認
証
）を
、

自
主
行
動
計
画
な
ど
の
目
標
達
成
の
た
め

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
、
町
の
温
泉
施
設
「
さ
ん
さ
ん
の
湯
」
に
、

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
株
式
会
社
か
ら
の
熱
の
供
給
を
受
け
る
と
い
う
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
さ
ん
さ
ん
の
湯
の
燃
料
コ
ス
ト
と
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
は
、
年
間
約
3
2
0
ト
ン
の
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
樹
齢
80
年
の
杉
の
木
約
2
3
、0
0
0
本
が
年
間
に
吸
収
す

る
二
酸
化
炭
素
量
に
相
当
し
ま
す
。

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
か
ら

さ
ん
さ
ん
の
湯
へ
の
熱
供
給
で
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
ま
す

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
か
ら

さ
ん
さ
ん
の
湯
へ
の
熱
供
給
で
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
ま
す

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
か
ら

さ
ん
さ
ん
の
湯
へ
の
熱
供
給
で
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
ま
す

CO2

( )

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2CO2
排出量

クレジット
購入資金

クレジット
売却

第
三
者
認
証

自
主
行
動
計
画
の
CO2
排
出
量

CO2
排出量

CO2削減
クレジット

中小企業など
（自主行動計画がない）

ベースライン
シナリオ

（設備更新前）

プロジェクト
シナリオ

（設備更新後）

国内
クレジット
購入後

国内
クレジット
購入前

大企業
（自主行動計画がある）

CO2削減
クレジット

CO2
排出量

CO2
排出量

▲さんふれあは地球温暖化防止に協力しています

三里木町民センター FAX
２３２-５５３６
２３２-５５９５

応募・問い合わせ

“話そう、働こう、育てよう。いっしょに。”

男女共同参画週間 6/23（水）～6/29（火）

　国では毎年6月23日から29日までの1週間を「男女共同参画週間」
と定めています。今年度の「男女共同参画週間」のキャッチフレーズ
は、「話そう、働こう、育てよう。いっしょに。」です。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性
と能力を発揮できる「男女共同参画社会」。
　その実現のためには、国や県、町だけでなく、住民の皆さん一人ひ
とりの取り組みも必要です。
　町でも、町民の皆さんに男女共同参画に対する理解を深め、その取
り組みの輪を広げてもらうため、三里木町民センターでビデオ上映や
パネルおよび男女共同参画川柳の展示を行います。
　「男だから」「女だから」という固定的な考え方にとらわれず、お互
いに社会のパートナーとして認め合う意識を持ち、思いやりのある
「男女共同参画社会」の実現に向けて、私たち一人ひとりが歩みを進
めていきましょう。

　菊陽町男女共同参画さんさんの会では、男女がと
もに暮らしやすい社会づくりをめざして、川柳を募
集します。
　「5・7・5」の17文字で、みんなが幸せな思い
やりのあるまちづくりのきっかけになる句を作って
みませんか。老若男女問わず、子どもから大人まで
幅広い世代からの応募をお待ちしています。
●応募資格　どなたでも
●応募期限　6月30日（水）まで
●応募方法　1人、何句でも可

（ただし、未発表のものに限る）
応募用紙は、特別な指定はありません
（ハガキやファックスでも可）。

●そ の 他　入選者には薄謝を進呈し、入選作品は
町内施設での展示、およびオリジナル
作品を作製します。
昨年は、「絵はがき」と「ボールペン」
を作製しました。

「たまにゃあ　あたがつくっと　うまかたい」
 　　　　　　作：楠野富子さん（馬場楠）

男女共同参画川柳募集

　男女共同参画社会づくりについて、幅広い知識と
行動力を備え、職場・家庭・地域などで積極的に活
躍していただく地域リーダーを育成するために研修
生を募集します。
　
●実施主体　熊本県
●募集対象　県内在住の20歳以上65歳未満の男女で、

全研修に意欲を持って参加できる人
●研修の主なスケジュール
•事前研修　　　9月
•国内派遣研修　11月11日（木）～11月14日（日）
•事後研修　　　1月
※研修に関する旅費は、県と町から一部補助され
ます。

●募集期限　6月21日（月）（土日を除く）
●そ の 他　研修参加者の決定は県で選定し、7月

末までに通知されます。

平成22年度男女共同参画社会づくり
地域リーダー育成事業研修生募集

農政課 ２３２-４９１６問い合わせ
さんふれあ ２３２-８６９０



まちのわだいまちのわだいまちのわだい
T O P I C S

牛乳を飲んで大きくなってね
　牛乳消費拡大キャンペーン

町の第58番目の行政区
　「長塚区」誕生

　4月30日、熊本市酪農農業協同組合の本田正臣組合長
が来庁され、後藤町長に目録と牛乳を贈呈しました。
　今年は町内の町立・私立保育園と私立幼稚園の合計12
園に牛乳が贈られました。これは、牛乳消費拡大キャン
ペーンの一環として毎年行われています。
　贈呈式では、「牛乳は子どもの成長にはかかせないも
の」「1人でも多く牛乳を好きになってもらいたい」と
対談が行われました。

第3回はなぐりカップ　
　　　　　サッカー大会

▲熱戦を繰り広げる選手たち
　未来のＪリーガーがいるかも？

　5月1日、町の第58番目の行政区として、「長塚区」
（荒木齋区長）が認可されました。
　長塚区は、昭和46年ごろから民間会社によって開発
され、これまで鉄砲小路区の中の長塚団地会として活
動を行ってきました。これからは長塚区として鉄砲小
路区から分区し、独自の活動が始まります。
　区では、町の認可に先立ち、3月20日に、菊陽北小
学校体育館で「長塚区設立記念式典」が行われ、多く
の区民が長塚区の誕生を祝いました。

　4月29日、菊陽杉並木公園スポーツ広場で、
「第3回はなぐりカップサッカー大会」が行
われました。
　この大会は、町の文化財である「鼻ぐり井
手」のＰＲ活動を目的に行われ、小学3年生
以下の町内外101チーム（798人）が参加して熱
戦を繰り広げました。
　また、5月14日には、鼻ぐり井手祭実行委
員会へ同大会で集まった募金を会長へ手渡さ
れました。

▲募金を手渡す主催者

さんふれあ春の感謝祭
　旬の農作物で大盛況
　5月16日、菊陽町総合交流ターミナルさんふれあで、さん
彩出荷協議会による「春の感謝祭」が開催されました。
　にんじんの詰め放題コーナーでは、町特産のにんじん100
kgがあっという間に完売。初物のとうもろこしは、甘くてお
いしいと好評で、振る舞いコーナーには、長蛇の列ができま
した。
　当日は好天にも恵まれ、会場内は大勢の来場者でにぎわい
ました。

▲本田正臣組合長（左）と後藤町長（右）

　5月7日、役場でグリーンカーテンの講習会と苗の配
布を行いました。昨年に続き2度目の試みです。
　町民センターや保育所、学校など23施設にゴーヤーと
アサガオの苗計1,000株を用意。苗は佐藤進也さん（南方）、
瀬上昌夫さん（大堀木）がボランティアで作られ、講習会
ではお2人に講師としてご指導いただきました。
　グリーンカーテンは、植物そのものが二酸化炭素を吸
収、また建物の日よけになることで夏場のエアコンの電
気料を低減し、地球温暖化防止に寄与しています。
　皆さんも取り組んでみてはいかがでしょうか。

グリーンカーテンで
菊陽町から温暖化を防止しよう！

▲追肥の仕方などの説明を受ける職員たち

　5月16日、菊陽中学校と武蔵ヶ丘中学校で
体育大会が開催されました。今年は晴天に恵
まれ、両校では白熱した競技が繰り広げられ
ました。
　競技は短距離走やリレー、技巧走などがあ
り、生徒たちは練習の成果と自慢の健脚を競
いました。
　また、応援団や保護者からの声援もあり、
選手たちは力の限り競技に挑み、最後まで体
育大会を楽しんでいました。

▲武蔵ヶ丘中学校

▲とうもろこしの振る舞いコーナー

中学校体育大会
優勝めざして力を合わせて

▲菊陽中学校

▲長塚区の設立を祝う皆さん
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I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板

３８５-３３００熊本県保険医協会
ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｈｋ‐ｄｒ．ｊｐ

　月　　　陥入爪（爪がくい込む病気）
　火　　　男性の更年期障害
　水　　　輝こう、更年期！（女性編）
　木　　　糖尿病と歯周病
　金　　　赤ちゃんのよだれ
土／日　　Ｃ型肝炎について

健康情報健康情報 6月の週間プログラム

▼
日　

時　

平
成
23
年
1
月
9
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
開
式

※
開
催
日
が
、
成
人
の
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
場　

所　

菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

新
成
人（
平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

▼
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎（
2
3
2
）4
9
1
7

▼
試
験
日　

10
月
24
日（
日
）　

午
前
10
時
開
始

▼
場　

所　

①
熊
本
学
園
大
学
②
熊
本
大
学

▼
受
験
資
格　

原
則
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
分

野
で
通
算
5
年（
一
部
10
年
）以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
人（
詳
細
は
「
試
験
案
内
」
に
記
載
）。

▼
試
験
案
内
の
配
付
期
間　
　

　

6
月
14
日（
月
）〜
7
月
16
日（
金
）

▼
試
験
案
内
の
配
付
場
所　
　

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会（
福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
）、
菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
土
日
祝
日
以
外
に
直
接
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

7
月
5
日（
月
）〜
7
月
16
日（
金
） 

▼
申
込
方
法　

必
ず
簡
易
書
留
で
熊
本
県
社
会
福

祉
協
議
会（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）宛
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
7
月
16
日
の
消
印
有
効
）。

※
申
込
書
は
必
ず
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
手
数
料　

8
、8
0
0
円

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

　

タ
ー　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
2
2
）8
0
7
7

（
一
般
の
人
の
回
収
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
日　

時　

6
月
8
日（
火
）　

少
雨
決
行　

　
　
　
　
　

雨
天
時
は
6
月
9
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

▼
場　

所　

菊
陽
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

▼
回
収
物
と
料
金

①
廃
ビ
ニ
ー
ル　
　
　

0
円
／
㎏

②
廃
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
肥
料
袋　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

約
16
円
／
㎏（
税
別
）

③
そ
の
他　
　
　
　

約
51
円
／
㎏（
税
別
）

▼
注
意
事
項　

①
料
金
は
後
日
、
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
。

②
梱
包
の
悪
い
も
の
は
受
け
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
料
金
が
異
な
る
た
め
、
種
類
に
よ
り
別
々
に
計

量
し
ま
す
。

④
劣
化
フ
ィ
ル
ム（
再
生
不
可
能
）は
、
埋
立
処
理

と
な
り
別
料
金
が
必
要
で
す
。

⑤
荷
物
降
ろ
し
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

農
政
課　
　
　
　
　
　

☎（
2
3
2
）4
9
1
6

　

Ｊ
Ａ
菊
池
菊
陽
中
央
支
所　

営
農
生
活
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
3
2
）2
2
1
3

　

不
妊
治
療
に
関
す
る
相
談
や
不
妊
に
よ
る
心
の

悩
み
な
ど
に
、
専
門
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
日
時

①
電
話
相
談　

☎（
3
8
1
）4
3
4
0（
専
用
）

　

平
日（
月
〜
金
）　

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

②
来
所（
面
接
）相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
日（
第
4
金
）　

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

※
来
所
相
談
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
実
施
機
関　

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
内
）

▼
問
い
合
わ
せ　

菊
池
保
健
所　

保
健
予
防
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
9
6
8（
2
5
）4
1
3
8

▼
日　

時　

6
月
28
日（
月
）〜
7
月
4
日（
日
）　

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
た
だ
し
、
7
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）は
、
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
ま
で

▼
実
施
方
法　

専
用
電
話
で
相
談
に
応
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0

▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
相
談
内
容　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰
な

ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
。

　
　
な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
月
〜
金
曜
日

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で
、
常
時

同
じ
専
用
相
談
電
話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
教
育
・
啓
発
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
3
2
）2
1
1
3

▼
試
験
日　

8
月
31
日（
火
）

▼
場　

所　

熊
本
県
立
大
学

▼
受
験
資
格　

高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
し
、

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
2
年
以
上
の
調
理

実
務
経
験
の
あ
る
人

▼
受
付
期
間　

6
月
14
日（
月
）〜
6
月
18
日（
金
）

▼
提
出
先　

菊
池
保
健
所

▼
願
書
配
布　

　

県
内
各
保
健
所
、
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

▼
問
い
合
わ
せ　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
3
3
）2
2
5
2

　

自
然
風
土
や
歴
史
・
文
化
な
ど
を
学
ん
で
、
郷

土
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
開
講
日　

6
月
26
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

毎
月
第
4
土
曜
日　

▼
講　

師　

菊
陽
町
文
化
財
保
護
委
員
ほ
か

▼
定　

員　

30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

6
月
23
日（
水
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー　

☎（
2
9
2
）3
2
0
0

▼
日　

時　

6
月
16
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　

毎
週
水
・
金
曜
日（
全
10
回
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場　

所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

▼
受
講
料　

4
、6
0
0
円（
保
険
料
込
み
）

▼
定　

員　

20
人

▼
申
込
期
限　

6
月
1
日（
火
）〜
6
月
14
日（
月
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
2
3
2
）4
9
1
7

　

ひ
と
り
で
浴
衣
の
着
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
今
年
の
夏
は
浴
衣
で
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日　

時　

6
月
24
日（
木
）、
7
月
1
日（
木
）、

　
　
　
　
　

7
月
8
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
〜
午
後
9
時

▼
定　

員　

15
人（
先
着
順
）

▼
対　

象　

町
内
に
居
住
か
勤
務
の
人

▼
準
備
物　

浴
衣
、
帯
、
腰
ひ
も
、
伊
達
締
め
、

　
　
　
　
　

帯
板
、
タ
オ
ル

　

2
カ
月
に
1
回（
第
3
水
曜
日
）で
す
が
、
陶
芸

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　

時　

6
月
16
日（
水
）、
8
月
18
日（
水
）、

　
　
　
　
　

10
月
20
日（
水
）、
12
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時

▼
定　

員　

15
人（
先
着
順
）

▼
対　

象　

町
内
に
居
住
か
勤
務
の
人

▼
材
料
費　

１
、0
0
0
円
程
度（
1
回
）

▼
講　

座　

①
男
の
雑
学（
５
人
）②
バ
ラ
エ
テ
ィ

料
理（
２
人
）③
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
２

人
）※
い
ず
れ
も
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対　

象　

町
内
に
居
住
か
勤
務
の
人

▼
受
講
料　

5
0
0
円

▼
材
料
費　

実
費
負
担

※
詳
細
は
、「
講
座
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期　

間　

6
月
12
日（
土
）か
ら
原
則
毎
週
土
曜

　
　
　
　

日
の
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場　

所　

さ
ん
さ
ん
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
対
象
者　

町
内
の
小
学
1
年
生
〜
3
年
生

▼
定　

員　

各
学
年
10
人
程
度

▼
参
加
料　

年
額
1
3
、0
0
0
円

　
（
保
険
料
、
登
録
料
、
会
場
使
用
料
な
ど
）

▼
申
込
期
限　

6
月
11
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

菊
陽
町
サ
ッ
カ
ー
協

会
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
事
務
局　

　
（
担
当
：
山
﨑
）　　
　

☎（
2
3
2
）２
１
１
１

●
お
知
ら
せ
●

モ シ モ シ

※費用については、自己負担があるもののみ掲載しています。

農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
回
収
し
ま
す

●
募　
　

集
●

▼
日　

時　

6
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
　

正
午
〜
午
後
4
時
20
分

▼
場　

所　

Ｈ
Ｓ
Ｒ
九
州
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本（
大
津
町
）

▼
対　

象　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
女
性
ド
ラ
イ

　
　
　
　

バ
ー（
現
在
車
に
乗
っ
て
い
る
人
で
、

　
　
　
　

当
日
自
家
用
車
を
持
ち
込
め
る
人
）

▼
内　

容　

車
の
運
転
、
歩
行
、
夜
間
の
注
意
点
、

　
　
　
　
　

健
康
診
断
な
ど

▼
申
込
期
限　

6
月
18
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

交
通
防
災
係
☎（
2
3
2
）2
1
1
1

▼
日　

時　

6
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場　

所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員　

30
人（
先
着
順
）

▼
費　

用　

受
講
料　

5
0
0
円

　
　
　
　
　

材
料
費　

5
0
0
円

▼
講　

師　

園
芸
研
究
家　

安
武　

龍
蔵
さ
ん

▼
申
込
期
間　

6
月
9
日（
水
）〜
6
月
18
日（
金
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
、
後
日
、
材
料
費
を

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願

い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
9
）2
5
3
3

平
成
22
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

「
平
成
23
年
菊
陽
町
成
人
式
」

の
日
程

「
我
が
町
よ
か
と
こ
教
室
」

受
講
者
募
集（
年
5
回
）

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

山
野
草
で
作
る
苔
玉
造
り

不
妊
専
門
相
談
事
業

平
成
22
年
度

熊
本
県
調
理
師
試
験

〜
追
加
募
集
〜

働
く
婦
人
の
家
主
催
講
座

大
人
の
水
泳
教
室

受
講
生
募
集

全
国
一斉

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」強
化
週
間

平
成
22
年
度
「
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
」
生
徒
追
加
募
集

〜
め
ざ
せ
！
浴
衣
美
人
〜

「
や
さ
し
い
着
付
け（
ゆ
か
た
）」（
全
３
回
）

〜
自
分
だ
け
の
作
品
づ
く
り
〜

「
陶
芸
教
室
」（
全
4
回
）

第
29
回
高
齢
者
お
よ
び
女
性
の

交
通
安
全
の
集
い
受
講
者
募
集
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▼
日　

時　

6
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場　

所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
材
料
費　

5
0
0
円

▼
持
参
物　

古
布（
綿
や
シ
ル
ク
な
ど
）

▼
定　

員　

13
人（
先
着
順
）

▼
受　

付　

6
月
7
日（
月
）か
ら

　
▼
日　

時　

6
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
探
訪
予
定　

①
津
久
礼
地
区
の
文
化
財

　

②
鉄
砲
小
路
、
杉
並
木
周
辺
の
文
化
財

▼
講　

師　

菊
陽
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ほ
か

▼
定　

員　

15
人（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

1
日
傷
害
保
険
代
な
ど
実
費

▼
受　

付　

6
月
7
日（
月
）か
ら

　

暑
中
見
舞
状
や
年
賀
状
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
ろ
う
。

▼
日　

時　

6
月
23
日（
水
）〜
7
月
14
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

月
・
水
曜
日
の
全
7
回

▼
場　

所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

草
野　

章
子
さ
ん

▼
受
講
料　

5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

▼
定　

員　

14
人（
先
着
順
）

▼
受　

付　

6
月
7
日（
月
）か
ら

▼
日　

時　

6
月
4
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場　

所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容　

心
肺
蘇
生
の
実
技
を
含
む
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　
　
　
　

操
作
方
法

※
当
日
参
加
自
由
。

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

☎（
2
3
2
）5
6
9
7

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

☎（
2
3
2
）5
5
3
6

い
の
ち
と
財
産
を
守
る
講
座

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
」

菊
陽
町
文
化
財
探
訪

「
原
水
と
津
久
礼
の
文
化
財
め
ぐ
り
」

手
持
ち
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集（
は
が
き
作
成
）

暮
ら
し
の
エ
コ
講
座

裂
き
織
り
教
室



～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～　（ふれあい交流・福祉支援センター）　☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）　☎２３３－００９８

図　 書　 館問い合わせ
図書館ホール ２３２-７７５６

２３２-０４０４

※準備、リハーサル、メンテナンスなどは記載しておりません。　☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。

平成23年1月分のホール予約を、7月10日（土）の午前9時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

ほんの森ほんの森ほんの森
菊陽町図書館だより

入園前の親子（0～6歳）・妊婦さんは、いつでも無
料で参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗合せてお越しください。

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽
しむ体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

○陽だまり（白鈴園）　
　月～金曜日（休日を除く）午前9時～午後2時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができ
　ますのでお気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）　
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）　
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
　　

町立保育所8園の園庭で遊べます。ケガがないよ
うおうちの方とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前9時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後5時

ハローサークル　　午前10時～正午

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前9時～午後2時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後4時

ふれあい広場

プログラム月日・場所

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園

キャロットランド　午前9時～正午
※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

※お誕生会に参加するお誕生児さんは、15日・17日に誕生
　カード作りをしますので、参加されてくださいね。

16日（水）　身体測定
19日（土）　おとうさんのつどい（要予約20組）
21日（月）　親子エアロビクス（要予約20組）
25日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）

今月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（休日を除く）
　　　　　　午前10時～午後4時
●お 茶 代　一家族　100円

●毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。
※予約申し込みは6/2（水）から開始（土日除く）
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越
しください。

0歳～未就園児と保護者対象。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お母さん
同士の情報交換にご利用ください。

子育てひろば子育てひろば

プログラムベビー＆マタニティー

25日（金） 【親子ふれあい遊び】
※動きやすい格好でご参加ください。

プログラム日にち・場所
9日（水）

菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【父の日お楽しみ製作】 
※はさみ・のり・くれよん持参。
※天気次第でお外で遊びますよ。

18日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

【ママの休日】手作りクラブ
「かんたんポケットティッシュケース
作り」100円

プログラム0・1歳 1歳以上

菊陽町図書館　菊陽町大字原水１４３８-１
TEL.232-0404（図書館）　TEL.232-7756（ホール）
FAX.232-7761　http://www.kikuyo-lib.ne.jp

育児相談
育児相談

4日（金）
白鈴園（陽だまり）

【育児講座】歯科衛生士による歯科相談
※現在お子さんが使用中の歯ブラシを持参し
　てください。

【親子で作ろう（七夕飾り）】

【とことこ１歳】１歳児対象の集まりです。
※晴れたら芝生の公園で遊びます。

【ふれあい遊び・みんなでお散歩】
※水筒を持参してください。

【親子で作ろう（七夕飾り、飾り付け）】

【ベビーの日】１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです。
※ゆっくりとおしゃべりを楽しみましょう。

【ベビーの日】１歳未満児と妊婦さん対象の集まりです。
※ゆっくりとおしゃべりを楽しみましょう。

9日（水）
ふれあいの森研修センター

【育児講座】マタニティーセミナー（要予約10人）
※参加される方は、医師の許可を得てください。

【親子で遊ぼう】
※小麦粉粘土で遊びます。こねるボールを持参
　してください。

11日（金）
南部町民センター（白菊園）

16日（水）
老人福祉センター

18日（金）
白鈴園（陽だまり）

●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●

15日（火）
ふれあいの森研修センター

2日（水）
老人福祉センター

新しく届いた本

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時15分
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

マザー・テレサ愛のことば、祈りのことば

完全なる証明

新13歳のハローワーク

上手に傷つくためのレッスン

ほどほど掃除のしかた

クラ女のショパン

石川遼のゴルフボディトレーニング

あすなろ三三七拍子

森茉莉 私（わたし）の中のアリスの世界

ボーンズ　「キリストの骨」に刻まれた秘密

マザー・テレサ／著・ルシンダ・ヴァーディ／編・清水紀子／訳　メトロポリタンプレス

マーシャ・ガッセン／著・青木薫／訳 文藝春秋

村上龍／著　幻冬舎

香山リカ／著　メディアファクトリー

辰巳渚／著　小学館

室田尚子・小田島久恵・山口眞子／著 河出書房新社

仲田健／著　実業之日本社

重松清／著　毎日新聞社

森茉莉／著　日本図書センター

キャシー・ライクス／著・山本やよい／訳　イースト・プレス

【6月のお誕生会】
※お誕生児さんはお知らせください。

【いろいろ粘土で遊んじゃおっ♪】
※汚れても良い格好でご参加ください。

【キャロットサーキット☆】
※動きやすい格好でご参加ください。

【夏が来るぞっ!!製作遊び】
※はさみ・のり・くれよん持参。

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第1・2水曜日 午前11時～午前11時30分
　（6月2・9日、7月7・14日 )  

★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後5時～午後5時30分
　（6月3・10・17・24日）

★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第2・4日曜日　午後2時～午後2時30分
　（6月13・27 日、7月11・25日）

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 催し物 主催者 入場方法 対象者

菊陽町図書館ホール　平成22年6月 催し物

無料 どなたでも

無料 どなたでも

無料 どなたでも

有料
※お問い合わせください

関係者のみ

関係者のみ

20   日

23   水

27   日

26   土

菊陽町中央公民館　
（☎232-2116）9:30 10:00 12:00

9:00~17:00

12:30 13:00 16:30

13:00 13:30 16:30

無料 どなたでも13:15 13:30 15:30 2010 サマーミニコンサート

ふれあいコンサート IN 菊陽

スポーツクラブきくよう
設立１０周年記念大会（講演）

〈平成22年4月26日現在確定分〉

12   土

13:30 14:00 16:3013   日

6   日

佐藤孝子健康教室
（佐藤さん　☎232-2430）

菊陽町役場生涯学習課（☎232-4917）
スポーツクラブきくよう（☎233-1520）

MIHO音楽教室

菊池地区支部福祉部会
（中島さん　☎339-0456）

踊って 笑って イキイキ人生 パートⅡ
ピアノ発表会

高齢者大学
（ホール使用）

●図書館ホールからのお知らせ● 23日（水）
三里木町民センター

24日（木）
南部町民センター

【七夕飾りを作ろう！】
※はさみ・のり・くれよん持参。

13:00 13:30 15:00

詳細はホール事務室までお問い合わせください

3日（木）1日（火）

10日（木）8日（火）

17日（木）15日（火）

24日（木）22日（火）

7/1（木）29日（火）

ホール使用申請の受付日程が変わります！
〈平成23年1月ホール使用分（調整会議：7月10日）から〉

使用希望日の6カ月前の月の毎月10日の午前9時30分から調整会議を行います
（休館日も行います）　　　　　
調整会議後は先着順で受け付けます

1415 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2010.6 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2010.6
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人権のひろば

子

ども
の目、子どもの声人権

作文シリーズ
【№14】

　

私
の
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
二
月
二
十
日
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
母
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
、
戦
争
で
肩
を
じ
ゅ
う
で
二

発
う
た
れ
て
い
て
、
一
個
と
れ
た
け
ど
も
う
一

個
は
体
に
残
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

私
が
部
活
か
ら
帰
っ
て
来
た
ら
、
ひ
い
じ
い

ち
ゃ
ん
が
倒
れ
た
・
・
・
と
聞
き
、
び
っ
く
り

し
て
日
赤
へ
弟
と
母
と
行
き
ま
し
た
。
ひ
い
じ

い
ち
ゃ
ん
は
た
く
さ
ん
の
機
械
に
か
こ
ま
れ
て

ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
ま
し
た
。

　

お
医
者
さ
ん
は
、

「
今
日
か
明
日
に
は

も
う
・
・
・
。」

と
言
っ
て
い
て
、
で

も
私
は

「
絶
対
大
丈
夫
、
じ

い
ち
ゃ
ん
は
元
気
に

な
る
。」

と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

日
赤
に
運
ば
れ
た
時

は
、
熱
が
高
か
っ
た

そ
う
で
す
。
で
も
二
日
た
つ
と
、
熱
が
下
が
り
、

運
ば
れ
た
時
よ
り
良
く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

最
初
、
人
工
呼
吸
器
を
は
ず
せ
ば
、
一
、
二
時

間
は
も
た
な
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
ふ
う
に
し
て
、
亡
く
な
る
の
を
待
つ
か
、
積

極
的
に
の
ど
に
管
を
い
れ
た
り
し
て
治
療
を
す

る
か
を
決
め
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

で
も
意
識
は
あ
る
の
に
管
を
入
れ
る
の
は
き
つ

い
の
で
、
人
工
呼
吸
器
を
使
い
、
な
る
べ
く
楽

に
し
て
い
く
方
法
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

朝
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

「
危
な
い
か
ら
早
く
病
院
に
来
て
！
」

と
言
わ
れ
、
母
と
二
人
で
日
赤
に
行
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
も
う
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
は
亡
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
が
、
仮
通
夜
で
、
ひ
い

じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
と
て

も
優
し
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
そ
う
式
で

は
、
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
泣
い
て
見
送
り
ま

し
た
。

　

お
別
れ
は
と
て
も
悲
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
先

生
か
ら
も
ら
っ
た
連
ら
く
カ
ー
ド
に
友
だ
ち
が

い
っ
ぱ
い
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
は
げ
ま
し
て
く

れ
た
の
で
元
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
ひ
い

じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

き
ょ
う
、
ほ
い
く
え
ん
の
お
と
も
だ
ち
が
学

校
に
き
て
、
あ
そ
び
ま
し
た
。
じ
こ
し
ょ
う
か

い
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、
ど
き
ど
き

し
て
い
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
な
れ
て
き
た
か
ら
、

ち
ゃ
ん
と
じ
ぶ
ん
の
名
ま
え
が
い
え
ま
し
た
。

　

お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て
、
と
て
も
た

の
し
か
っ
た

で
す
。
く
じ

び
き
や
さ
ん

に
ほ
い
く
え

ん
の
お
と
も

だ
ち
が
い
っ

ぱ
い
き
て
く

れ
た
か
ら
う

れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

ぼ
く
は
、
じ
ゅ
ん
い
ち
く
ん
の
本
当
の
友
だ

ち
は
、
の
ぼ
る
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
の
ぼ
る
く
ん
は
、
じ
ゅ
ん
い
ち
く

ん
と
同
じ
よ
う
に
、
け
ん
た
く
ん
か
ら
い
や
な

こ
と
を
言
わ
れ
て
、
じ
ゅ
ん
い
ち
く
ん
の
い
や

な
気
持
ち
が
わ

か
る
か
ら
で
す
。

帰
り
の
会
で
、

じ
ゅ
ん
い
ち
く

ん
が
い
や
だ
っ

た
こ
と
を
言
え

た
の
が
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。

勇
気
が
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
学
習
を
し
て
思
い
出
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
の
女
の
子
が

男
の
子
二
人
か
ら
い
や
な
あ
だ
な
を
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
と
き
、「
言
っ
ち
ゃ

だ
め
だ
よ
。」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
注
意
す
る
と
、
ぼ

く
も
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
と
思
っ
て
、
こ

わ
く
て
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
言
わ
れ
て
い
た

女
の
子
も
わ
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

で
も
、
今
に
な
っ
て
み
る
と
、
本
当
は
い
や

だ
っ
た
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
女
の
子

に
き
い
て
み
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
。
今
度
か
ら
、

ぼ
く
は
、「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
す
る
の
。」

と
言
え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
ど
う
し
て
も

言
え
な
い
と
き
は
、
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、

言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

益田　太陽さん（9歳）
ます だ 　　たいよう　　  　 　

[杉並台]
●趣　味
　カード集め
●将来の夢
　畑仕事か大工
●自　慢
　きょうだいが５人いること！
●今一番やりたいこと　
　習字をがんばりたい

●将来の夢
　動物園の飼育員
●自　慢
友達がいっぱいいる

●今一番やりたいこと　
　そろばんをがんばる
●みんなに伝えたいこと
　母ちゃん仕事がんばってくれて
ありがとう。体に気をつけてね。

後藤　広樹さん（9歳）
ご とう　　ひろ き

[鉄砲小路]

菊陽人
りさーち

「菊陽人りさーち」に掲載を
希望される人は、はがきに
「氏名」「年齢」「住所」「連絡
先（昼間）」を明記のうえ〒8
69-1192菊陽町役場総合政
策課「菊陽人りさーち」係ま
でお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など2人1組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

花
房
が
地
に
届
く
か
と
咲
き
揃
い
蜜
を
求
め
て
虫
飛
び
交
い
ぬ 

今
村　

貞
子

向
い
家
の
白
藤
の
花
咲
き
乱
れ
道
行
く
人
も
振
り
返
り
見
る 

岡
本
ま
さ
え

天
上
へ
昇
る
雲
雀
の
声
追
へ
ば
左
に
右
に
朝
よ
り
聞
こ
ゆ 

菊
川
あ
さ
み

大
輪
の
椿
の
花
は
群
れ
て
咲
く
一
枝
頂
き
絵
手
紙
に
書
く 

下
田　

久
子

千
日
紅
·
糸
瓜
·
山
吹
·
梅
·
桜
花
咲
き
継
ぎ
て
芙
蓉
真
っ
盛
り 

皆
島
キ
ク
ノ

晴
天
の
二
日
続
か
ぬ
こ
の
日
頃
花
散
ら
す
雨
は
今
日
も
そ
ぼ
降
る 

森　
　

敦
子

い
に
し
へ
の
知
と
技
こ
め
て
造
り
し
を
広
く
潤
す
通
潤
の
橋 

東　
　

廣
喜

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会
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里
帰
り
せ
し
娘
と
裏
木
戸
に
蓬
摘
む　
　

  

𠮷
野　

早
苗

鴬
や
清
正
井
戸
の
村
百
戸　
　
　
　
　
　

  
川
口　

豊
子

霊
気
澄
む
春
の
深
山
の
石
清
水　
　
　
　

  
井
上
久
美
子

切
り
花
の
根
本
に
初
の
青
蛙　
　
　
　
　

  

宮
川
ユ
キ
エ

墓
参
終
へ
や
っ
と
縁
先
花
蘇
芳　
　
　
　

  

日
髙　

妙
子

巡
り
来
る
早
き
惑
ひ
の
蕗
の
薹　
　
　
　

  

曽
我　

育
代

笹
鳴
き
に
沈
む
心
の
ほ
ぐ
れ
け
り　
　
　

  

曽
我
ト
モ
子

親
子
し
て
駆
け
出
す
牛
や
草
萌
ゆ
る　
　

  

紫
藤　

祥
子

春
の
宵
歳
月
戻
す
童
唄　
　
　
　
　
　
　

  

村
上　

朋
子

遠
出
す
る
用
向
一
つ
春
寒
し　
　
　
　
　

  

合
志　

重
子

藤
房
の
垂
れ
て
村
径
狭
め
た
る　
　
　
　

  

佐
藤　

澄
世

落
椿
何
伝
へ
ん
と
す
る
構
へ　
　
　
　
　

  

三
島　

一
路

六
地
蔵
頭
に
肩
に
花
の
屑　
　
　
　
　
　

  

坂
本
百
合
子

七
十
路
の
径
く
れ
な
ゐ
に
春
の
雨　
　
　

  

田
中　

郁
子

万
葉
の
世
を
恋
ふ
藤
の
濃
む
ら
さ
き　
　

  

村
田　

正
三

春
野
菜
育
つ
速
度
の
違
い
あ
り　
　
　
　

  

井　
　

子
文

と
き
め
き
は
遠
き
日
の
ま
ま
柿
若
葉　
　

  

財
津　

早
雪

夜
桜
や
雨
に
烟
り
て
妖
艶
に　
　
　
　
　

  

原
野
レ
イ
子

バ
イ
パ
ス
の
道
間
違
へ
し
目
借
時　
　
　

  

西
村
ひ
と
え

う
ぐ
い
す
や
語
り
上
手
に
誘
は
れ
て　
　

  

力　
　

幸
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
共
に
過
せ
し
日
の
は
る
か　

  

髙
橋　

孝
子

袖
通
す
ち
ょ
っ
と
と
き
め
く
春
の
風　
　

  

堀
川　

妙
子

入
学
を
待
っ
て
る
校
舎
運
動
場　
　
　
　

  

佐
藤　
　

航

ノ
ッ
ポ
の
兄
卒
業
式
で
き
ん
ち
ょ
う
だ　

  

佐
藤　
　

健

巫
女
の
起
居
奥
床
し
き
や
諸
葛
菜　
　
　

  

佐
藤　
　

節

ゆ た か な 心 を は ぐ く む

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

　身近な人の死を見送ることは「いっぱい泣いて」の表現に尽きる出来事です。　
　しかし、悲しい別れを糧にしながら自らの命を充実させていく姿に逞しさを覚えます。また、出会
いを喜び、周りの友だちに向ける目を確かにしたいと決意する子どもたちの生き方に心が洗われます。
　＊作者の学年は前年度の在籍学年となります。

菊
陽
中
部
小
学
校
6
年　

深
松　

結
菜

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と

▲はげましをくれた友だち

▲ともだちといっしょに

▲ひまわりの笑顔

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
1
年　

ま
つ
お
あ
や
子

ほ
い
く
え
ん
の
お
と
も
だ
ち
と

あ
そ
ん
だ
よ

菊
陽
西
小
学
校
3
年　

木
村
あ
や
と

「
ほ
ん
と
う
の
と
も
だ
ち
」
を

学
習
し
て
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か
し
らみ

ち
こけ

む

み　

こ

き  

き
ょ

し
ょ
か
つ
さ
い

よ
う
え
ん

め 

か
り
ど
き

こ
ゆ

く
ず

よ
も
ぎ

う
ぐ
い
す

み
や
ま

れ
い 

き

い
わ 

し 

み
ず

あ
お
が
え
る

ぼ 

さ
ん

は
な 

す 

お
う

ふ
き

と
うも

よ
い

わ
ら
べ
う
た

よ
う
む
き

ふ
じ
ふ
さ

み
ち

お
ち
つ
ば
き



窓口業務延長日（町民課）午後7時まで（証明書発行のみ）
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矢
野　
　

湊

新
原　

悠
真

田
口　

啓
介

平
野　

歩
夢

石
堂　

瑛
太

永
田　

彪
流

白
石
真
優
歌

田
方　

優
心

濵
﨑　

結
羽

牧
﨑　
　

凜

小
路　

菜
桜

高
山
菜
々
美

中
島　
　

翼

伊
藤　

奏
志

加
藤
瑠
已
奈

西
村　

結
菜

冨
永　

悠
晋

三
好
央
仁
羽

友
永　
　

絢

畠
中　

一
颯

屋
成　

周
生

橋
口
菜
々
美

原
口　

紗
彩

生
駒　

翠
都

草
野　

瑠
哉

紫
藤　

啓
太

野
中　

佑
真

木
下　

凱
雲

古
庄　

巧
実

山
下　

瑛
大

純

子

潤

也

寛

之

光

希

徳

寿

善

久

弘

次

直

樹
剛

広

行

由

貴

雅

司

曹
利
萍

祐

輔

健

吾

光

平

晋

助

啓

太

哲

司

秀

樹

博

之

卓

郎
浩晃

善

智
領純

貴

博

智

伸

光

一
武
6
町
内

馬

場

三
里
木

八
久
保

杉
並
台

緑
陽
台

光
3
町
内

向
陽
台

新

町

青
葉
台

光
5
町
内

花

立

あ
さ
ひ
ヶ
丘

光
の
森

三
里
木

武
6
町
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池
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陽
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友
長
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緑
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丘

窓口業務延長日（町民課）午後7時まで（証明書発行のみ）

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

きくようカレンダーきくようカレンダーきくようカレンダー 6月

６月
※医療機関の都合などにより変更になる場合もありますの
で、最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯科医
・薬局を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300
※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

6日日

13日日

2７日日

2０日日

2010年  6月

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
4
月
届
出
分
）

お
く
や
み

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

会　　場

法　　律

税　　金

消費生活

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）

会　場
■ 専門相談（午後1時～3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜～金曜）
電話

休日在宅当番医・薬局

お
め
で
た

善
意
の
灯

実施日

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

7日（月)
18日（金)
14日（月)
3日（木)
21日（月)
15日（火)
28日（月)
9日（水)
24日（木)
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さ
ん
陽
舞
の
愛
好
会

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所

事業所名

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

248-2155 

293-2771 

0968-25-2906 

232-5011 

293-0588 

232-4426 

338-8960 

293-4430 

293-5000 

0968-25-1071 

248-6464 

233-2520 

0968-25-2280 

232-1165 

248-6211 

232-4418 

233-1071 

232-1566 

242-6633 

293-2100 

0968-24-1177 

0968-25-0202 

宮川内科医院  

ふくだ医院  

後藤整形外科医院  

松岡耳鼻咽喉科医院  

永田歯科医院  

菊陽調剤薬局  

まつもとこどもクリニック  

山縣医院  

勝久病院  

黒川産婦人科医院  

城歯科医院  

よしもと小児科  

古田医院  

笹原整形外科医院  

友田皮ふ科医院  

北川歯科医院  

温新堂薬局菊陽店  

古川医院  

いけざわこどもクリニック  

樽美外科・整形外科医院  

斎藤産婦人科医院  

原賀歯科医院   

図書館休館日

19日（土）
26日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

12日（土）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

高齢者大学（問い合わせ：中央公民館 ☎232－2116）

 

■応募資格　・原則20歳以上の人で、責任をもって調査事務
を遂行できる人
・調査で知り得たことなど、秘密の保持ができ
　る人
・税務、警察、選挙に直接関係のない人

■調査員としての従事期間　9月上旬～11月上旬（予定）
■調査員の主な仕事

・調査員事務説明会への出席
・担当調査区の地図と名簿の作成
・調査票の配布、回収、提出など

■調査件数　　　1調査区または2調査区を担当してもらい
ます（1調査区はおおむね50～60世帯）。

■調査員の報酬　1調査区　　39,000円程度
　　　　　　　　2調査区　　74,000円程度
■応募方法　　　住所・氏名・性別・生年月日・電話番号を

下記までお知らせください。
直接来られるか、電話やＦＡＸでも受け付
けています。

2010年　
今年は国勢調査の年です

平成22年10月１日に実施する国勢調査の調査員を募集します

標語：見えてくる　日本の姿、夢、未来
　　　　　入賞　茨城県　大山　朋秀さん

問い合わせ
総合政策課　総合政策係
（国勢調査菊陽町実施本部） ２３２-４９２３ＦＡＸ

２３２-２１１２問い合わせ
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る
き

ゆ
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合志市

大津町

菊池市

菊陽町

大津町

菊陽町

合志市

大津町

大津町

菊池市

合志市

菊陽町

菊池市

菊陽町

合志市

菊陽町

菊陽町

菊陽町

合志市

大津町

菊池市

菊池市

無料人権相談所（西部町民センター　午前10時～午後3時）

スポーツクラブきくよう設立10周年記念大会（図書館ホール 午後1時30分開会）

東部センター９管内親子ビーチバレーボール大会（町民体育館）

　5年に1度行われる国勢調査が、平成22年10月1日に全国一斉に実施されます。
　本町では、約1万4千世帯、約3万7千人が調査の対象となる見込みです。
　約170人の調査従事者が必要となり、国勢調査の統計調査員を広く募集します。

第44回子ども会ソフトボール大会（町民グラウンド）
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